
第 119回 三方限古典塾 (′ 1699,15)

洪 自講 (1501～ 1616)『 業根渾』 (その3-36)

とく  もと            しつ  また              ことごと  しようよう :
■ 我を以て物を転ずる者は、得 も固より喜ばず、失も亦憂えず、大地も 尽 く逍 邊 :

に属す。物を以て我を役する者は、 逆 には固より憎を生 じ、順にも亦愛を生 じ、  |
一毛にも便 ち纏縛を生ず。                    後集 94  :

(意訳) しつか りと自己を確立して外物に支配 されず、これを使いこなすような人は、物

を得てもさほど喜びもしない し、物を失っても別にくよくよすることはない。この広い世

界のどこにいても悠々とした態度で対処できる。

これに対 して、主体性を失つて外物に振 り回されるような人は、逆境になると腹を立て、

さりとて順境にあってもそれに執着 して、毛す じほどの小 さなつまらないことにも、それ

に東縛 されて身動きができないでいる。

(余説) 外物に支配 されないとは、財や名誉、他者の意見や風潮、運や不運、因習や迷信

自然現象など、自分の手に負えないものに心を動かさないことです。それはなかなかに難

しいですが、日常においてできるだけ己を戒めることくらいはできそ うです。

て1碁じ憂雲班裏|』鐘詈黒tんだ言聯 讐努発桑翼護i夏
に涼風有り、冬に雪

(春 に咲 く花、夏の涼風、秋の月、冬の雪などがあるが、四季のよい面だの、よくない

面だのにとらわれ るよ うな余計な考えごとがなければ、この世は常に極楽である。)

(意訳) 世俗から抜け出た人の風流は、すべて自分の心の趣 くままに悠々自適することで

ある。だから、酒はお互いに無理強いしないで楽 しく飲み、囲碁は日の色変えて勝ち負け

にこだわらないのが勝れている。笛は音律がないほうが本来の音にかない、琴も弦のない

のが高尚である。人 と会 うには、前もつて日時を約束 しない偶然の出会いに味わいがあり、

客も送 り迎えをしないほ うが自由で気楽である。

もしも形式にとらわれた り古い慣例にこだわった りすると、せつかくの風流なものであ

つても俗世間の苦 しみの中に落ち込んでしま うことになる。

(余説) 小説家尾崎一雄は、老年の生き方について 「気のすすまぬことはや らぬだけ」と

言つていたそ うです。この言葉を中野孝次は金科玉条 と思 うと書いています。幽人 とま

ではいかな くて も人には、その年齢によつてできることとできないことがあるのが事実

ですから、時季相応の暮 らしに徹 して生きるとい う美意識を大切にしたいものです。

(参 考)吉 田兼好・徒然草 「世俗の黙 しがたきに随ひてこれを必ず とせば、願ひも多く、
いとま
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(意訳)試 しに、自分が生まれる前は どんな姿形 をしていたか、また自分が死んだ後には、
この内体は どのよ うになるかを考えてみよ。そ うすれば、あらゆる雑念は火の消えた灰の
よ うに冷えて、本来の自分が静かにあらわれ、現実の相対の世界を超越 して、未だ生ぜ ら
る以前の絶対本来の世界に遊ぶ ことができる。

(余説)こ れも、もともとは禅間答の公案ですか らなかなかの難解ですが、禅においては、
作 りものの自分ではない、本来であるがままの自分 とい うものを座禅 とい う修行によって
見つけられると、それでや っと自分が 自分の主人公になれ、楽になると教えています。

ただ、ここで菜根諄が言つているのは、 自分が未だ生まれ ざる前は 「無」であり、死ん
だ後の姿も「無」に帰すると言つてお り、これは老荘の哲学になります。

ともすると「でもね―」とな りそ うですが、他 と比べた り、対立することを避けて本来
の自分を楽 しんだり、「どちらであっても」と柔軟に考えることはできそうに思います。

(参考)禅門六祖慧能大師の公案 「父母未生以前に於ける、本来の面目如何」
(お 前のお父さんお母 さんが生まれる以前の、お前は一体何だったんだ ?)

※ 禅では本来固有で純粋無垢の自己を「本来の面目」と表現する。
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(意訳) 病気になつてか ら健康の有 り難 さに気づき、戦乱になってか ら泰平の世の有 り難
さが分かるようでは、将来を見通す先見の明があった とはいえない。幸福を願いなが らも、
その幸福が災いのもとになることを見抜き、また長生きを願い求めなが らも、それが死ヘ
通 じる原因にもなることを承知 している。これ こそ真の見識 を持った人である。

(余説)夢を買い求めるジャンボ宝 くじですが、その高額当選者を追跡調査すると、幸福 ど
ころか不幸になるケースの方がずっと多いのだそ うです。不死の薬を探 しに方士の徐福を
日本に送ったと伝 えられ る秦の始皇帝 も享年は 48歳 に過ぎませんで した。
病気や戦争、自然災害や事故などを見通すことはなかなか難 しく、菜根諄が教える蚤智

も卓見も多 くの人にとっては期待できません。ではどうす るのか。それは、きょうの一 日
を自分の人生のかけがえのない一コマ と思つて、「今、ここ」だけを命尽 くして精一杯に
生きることに努める。 これに尽きるのではないか と考えます。

(参 考)戦国策 「愚者は成事に闇 く、智者は未萌に見る」

(愚者は物事が具体的な形になってもまだ気づかない。賢者は、まだ形になって現

淮南子争更ぎ葬∵受絣 桑墾1て
適切な対策を立てる。)

(人 生における幸不幸は予測 しがたい。幸せが不幸に、不幸が幸せにいつ転 じるかわ
からないのだから、安易に喜んだり悲 しんだ りするべきではない。)
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